


















緒言 

私どもは本研究斑の一員として,セロトニンニューロンと大脳皮質発達について研究して

きた。この 2年間においてマウス,ラットの大脳皮質体性知覚野でのセロトニン終末の一過

性集団形成について報告してきた 1-3)。この特異な現象は第 4 層形成に先行するもので,

知覚受容細胞の発達を調節する可能性について論じた。 

一方,下位脳幹におけるセロトニン合成細胞体の研究を,トリプトファン投与と鋭敏な免疫

組織化学とを組み合わすことにより,その形態分化,移動のみならずセロトニン合成酵素の

発達を含めて行ってきた 4)。 

一連のセロトニンニュ一ロンの発生学的研究を通じて明らかとなったことは,従来の研究

はおのおのの系に関して詳しく調べるのを目的としているので,総合的観察・考察に欠ける

うらみのあることであった。生体の発生・発達は自らのもつ方向性と他との相互作用によ

って進行するものである。中枢神経系の発達も例外ではありえない。ただこの系が高度の

分化をとげるがゆえに,個々のニューロン系の特異性発現の見事さに圧倒されがちとなる。

しかし特異性が高ければ高いほど,全体的調和をとるための調節系が必要となるはずであ

る。下位脳幹は生命を保つ必須の神経系であるとともに,高位中枢に対する調節機構でもあ

る。その調節機構の主役がアミンおよびコリン作動系である 5)。これらは成熟脳で機能す

るのみならず,高位中枢の発達に対しても深い関わりをもつに違いない 6)。 

本研究はこの 3年間の研究で得られた結果を,セロトニン細胞体の分化・発達,大脳皮質セ

ロトニン入力線維の発達,皮質細胞との結合様式の発達,受容細胞の発達について関連づけ

て総合的にまとめたものである。 


